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柞蠶胚子發育に關する研究
On the development of the embryo of Antheraea pernyi. 

池田正五郎

緒　　　雷

　柞獄胚子に關する研究は從來とも皆無では無い。帥古く北島鐡雄氏く天蛋震及び柞獄ゐ卵tc就

て・大F体灘購294號）・　1・Ll内源登氏（榴讃胚子畷幽蹴て・蛋援羅報第2棚12號）’

吉野健吉氏（天獄、柞獄の胚ア獲遽に就て：大日本鑓緑界報第328號）鰍εあるが何れも古き

研究であり、その詳齊さに於て家獄胚子の研究に比すべくもなく、從て懸用的にも箪術白柳こも

これを以つて充分とはi云ふ事が出來なV・。

　余輩はこの事實に鑑み特に鷹用的見地に立脚して可及的詳細にその獲達の維路を追求・し、今

後の卵胚子の保護貯蔵方法攻究の基礎を定めんk欲し、以下聚録するが如き言離最を得た。

　而して以上のttlll　ir一より余の主として使用したる容考文献は、次の如く何れも家獄胚子の研究

に關するものであつて、特に故外山博士のもの灘に中田氏のものに依糠したこと多大ゼある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　塗　考　交献

　　1・1〈・　T・アaln・・－G・ntrib・ti・n　t・the　s・udy・f・ilk・w・・鵬1．0・thc・nlbry。1，gy、f　the　sillc－L’・

　　　　w・・nlq・llu1・C・L　A9・L　T・ky・エmP．　U・iv．（1902）

　　2・池田榮太郎：一鍛験簸体解剖生理論（1915）

　　3・　水里予辰五授IS：一一r置gJil論（1926）

　　4書　　裡加田　　望垂｛慨：－1【罎馴ヨ胚子獲　育P郵lr£（1928）

　　5．巾田　太郎3一家獄胚子り異肌高灘乾燥に封ナる抵批力蛇に胚子の外蔀形態　　　　層　　凸　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　漏囲縣獄業試瞼揚報｛1㌃　第1巻　鎮2號（1932）

　　別に組織累靴ぎの名柵等に關し次の如きを滲考とした0

　　6・J・W・∬・1・・m・－E・）tQl・。1・gry・・ith　sp・・i・1・・fe・e・ce　t・it・・e・・1・gi凱1・・pec拙・（1922）

　　7・　ム・D・Imm8呂一A　General　textbook（、f　elltOlllりk）gy（ユ92弓）

　　8・　J・H・COII13toel｛3一人u　inLrocluCti（，ロ星o　enton1（，lr，gy　（192t））

　　9・　田中　義麿3一叢休解音嚇｝～講i義　上餐｝（1s）2s）

　本報告所載の描茅！鍬最後の4圃を除き全部，科鼠渡遅jE二氏を煩はした。此庭に厚く謝意を

表する。次に本報告は九州聯刺大墨墨塾部教授、川中；1電麿博士の御懇篤なる御F変閲を辱うした6

併て深遊なる謝意を爽する。

　　　　　　　　　　　　　　　1　供試材料虻調査方法

　供試卯は當場，万家撮3誰：場に於て飼育したる第1化期母蛾より得たもU．）で帥、昭和8年7月

27腋溺化のもの卿鰍り…難28rド1後7－9時までの症脚蝶め以側鑑・1・均20・C　1こ保

．謹したものである。

　卵の圏定にはChrornofor、halinを熟してll1！に沸1｛【純始めたる時に供試卯を投入し直に熱海

を去り・11ユll液の後に固定液を集て沽ノkを加へ、これを繰返して殆ど：奏酒色になるの度となつ
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て“キ鰹貯藏したo染色にはBoraX－Carminを用ひた。

II　胚i子　の　鰻　蓮

　卵保護の時聞の塞黙を7月28口午後8時とし以後12時間毎に団定解剖した。仙し1柚11後24

時聞までは胚子は充分なる形態を現さなV・。

　　　　　　　　　　　　　　　産卵後36時聞（Fig，1滲照）

L　頭樒Pro：・ephalic　lobe尾鱈（Caudal　lobe）の分化極て朋瞭である。

2．　頭槽、尾徳共に明瞭に背面（dorsal　side）に轡曲して居る。

3．頭徳わ幅は尾摺の幅に比して極て狭く前者は後者の殆ど牛位である。

4．原條（Pfimitive　furrow），（b！astopore）は頭摺の後部より胚子の中央近くまで見られる。

5，胚予の長さ1．6mm．、頭摺の幅0．65mm．、尾閣の幅1．lmrn．前後である。

　　　　　　　　　　　　　　　漣…塑円後48時間　　（Fig．2滲S！K）

1．胚子は既に著しく仲長し全体に亘り殆ど明瞭なる環飾的構造を認める。

2．　この申胚葉の分化による環節的構造は磯育の進みlcるものにては18節、然らざるものに

　　於ては17節を認めることが出來る。蓋しこZ）場合は第17節と尾摺との境界分明を欠く

　　敬である。

3．原條は既に消失し、只胸節附近に於ては旺Φ線に滑ふて染色淡く細胞贋の薄きを認められ

　　る。斯はjE中線の爾側下面に集積する中1胚藥に1、ll來するものである。

4．胸部環節は磯育の逓れたるものは前後の環節に比して可成り膨大なるも褒育の逃渉に作ぴ

　　前後の環節と同幅乃至は1曇に膨大なるの程度となる。

．5．而してこの胸部の環節まで谷環節毎に1封宛の附騰岐突起（apP3n・daga3）を認むるも胸部

　　環節のものは獲盤梢逓れて居る。

6．既にロ腔陥入（stomodium）は明瞭1ζU字状をなすも尾部陥入（μoctodiu11ユ）は未搾全然

　　認められない。

　　　　　　　　　　　　　　　産卵後60時間（Fig．3歩IK｛）　　　　　　　　　　，

1，各節共附鵬肢突起は明瞭となり特に頭部環節（第1環節）は発休として角膿りn腔陥入の前

　　方に突出する1二唇突起（iabrum）左羊f僅【こ後方に弧下するが如き貌に燗肢突起（antannae）

　　を認むることが出來る。

2．附鵬岐突起中最もfJl　j瞭なる焚建を途ぐるものは大顕突起（maudible）であつて、次で第1．

　　II．下顕突起（小顧突1｛退）（1st．2nd，　maxillae）は未だ甚だ貧弱であるが侮れも側方に向つ

　　て炎出して居る。

3．胸肢突起（thoracic　l　3郎）は大顧突起に次での獲育を趣げ、これ等はfl羽しも楕々内fl！1に位

　　　し且つ腹側（abdomillal　side）に向つて隆起して居る。

4、腹肢突起は未だ不明瞭であるが将來腹脚（abdomil｛aUegのを形威すべきX～X【II環節

　　の部分に於ては比較的明瞭なる隆起を認めることが出來る。

5．尾節環節（anal　s　3gmentNよ未だ前接環齢よりも和々大である。

6．肛門陥入（proctodium）は既に朋瞭であるQ

7．　剃1経溝（nerval　furrow）は全環節（H～XVII節）を通じて朋瞭である。

　　　　　　　　　　　　　　　産卵後72時間　（Fi彗．4滲照）

1．全休としては僅に縮少し、猫この期の胚子の特徴、としては11調畷蹄（第1瑛色IDが前期の

　　　もの概後績環節に比して大ではなく、3く各環節共外胚葉の塘巧棚凹単により外方に随胆し、

　　從つて環酪的橘i造が遊だ明瞭’（3あるo
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2．外胚葉は猴この胚子に於て爾側より背側（dorsal　side）にまで仲展して居る。

3。各附麗肢の分化朋瞭であつて、これらの申、大顕炎起は僅に他よIJも秀するも第1．　II下

　　顯突趣と3劃の胸肢炎起は始ど同程渡の嚢育を示し、只第1．II下顯炎起には別に僅に環

　　節構造を認むることが出禦る。

4．腹肢突起は柑々朋瞭とな卯捌多に隆起するに到る。

5．尾部環飾（anal　s⊃gment）は殆ど加多に近く、その体幅は前接環節と殆ど同様となる。

6．　ll　i：門陥入は尾部環｛鎖コの牟叉は1二端まで蓬し別に本環帥｝こは腎臓管（ma！pighian　vesse1）の

　　陥入を見る。

　　　　　　　　　　　　　　　濠卵後84鴫間（Fig，5a．　b．滲照）

1．全休として萸に縮少し環錬的齢鋤1瞭とな氏且つ腹側に於ては殆ど概形を盤ふるに到る。

2．各附鋤肢爽起中大顧は最も大なる褒育を途げ殆ど方型をなし、次で第1下顧と3劃の胸肢

　　炎起は殆ど同大なるも第II下顕は遙に小形である。

3．而してこの2謝の下顧突超と3封の胸肢爽起は何れも3節よりなる環飾構造を示し殊に第

　　工下顧炎起は基部の諦節（cardo，　stipes，　palpiger）とFalpus　maxillarisとの甑別明瞭と

　　なる。

4．訳に第∬下顯内側基部に陥入したる絹縣腺は第1胸脚基部附近まで伸長せるを認むること

　　が1目來る0

5．叉腹環節第1～vrff飾の爾側氣門線に措匹ふて著しく肥厚隆起せるを認め、この隆趙の中央

　　部納々環節前部に位して各節共氣門（stigma）の陥入を認むることが愚來る。

6．ll　l’門陥入は殆ど策XVII環節の前傘まで到達するに到る。

7．猫、尾部環節は、この胚子に於ては著しく縮少し前接環節の4分の3位となる。

　　　　　　　　　　　　　　　産卵後96時間〔Fig．6滲照）

L　全艘としては更に縮少し胚子の腹面、殊に胸節以下は殆ど完威する。

2．頭部、口器を形成すぺき各突起（1：鳳胸肢、2劃の下額）從つて各環節（第1～V）は

　　ロ腔を申心として順次集合し全艘として1i環節の如くなり頭部環節として胸節以下と明に

　　1蔵別・ぜられる。

3．而してこれ等の突起中醐肢突起が前側方に炎出するが如き方向に向ふ外（從來．q腔陥入

　　の側方に齋下するが如きIVこ態にありしもク））概して前胚子と愛化がない。

4．胸肢突起も前期と大差なく腹紋突起は更に精々明瞭となる。

5．後部酒食管（肛「！J陥入）は第XVII環節の孚3ζは後端まで完成する。

6．　絹縣腺は第　VII∫環節の牛にまで仲長し戴門陥入は更に明瞭となる。

7。本期の胚子は要するに反縛前期に到逮せるものとなすことが川來る。

　　　　　　　　　　　　　　　産卵後108時間　（Fig．7謬照）

’1．胚子は奥に飯縮し、全期を涌じての最短を示し、猫僅に反1博蓮動を囲女flする欺態を朋に認

　　むることが出來るo　　　　圃

2．各炎起中上唇突起はノ1三右殆ど聯五し鯛肢突起は更に甫愈方に位置するやうになるとともに僅

　　に環飾構造を示すの外h典他は一般に前期胚子と大霊がなV、0

3・頭部に於ては将に劇頂板、麟測1日板の形域さる玉歌態を透硯することが出來る。

・4．　XV～XVII環飾附近に於て1帥纏球原基の獲生を認むることが出來る。

5．　後部淘化管ぼ第XV凝節の前端3くはその傘まで完成する。

6・勇1て凹線に漕ふ隆｝鴎、蚊に氣門の陥入部1伽士釜々朋瞭で㌧ある〔，



250　　　　　　　　　　　　　　鎧　　　綜　　　雄　　　瓢　　　雛　　　　　　　　　　　　〔第八巻

　　　　　　　　　　　　　　　産卵後120時間（Fig，8滲照）

1．反韓蓮動は既に全く完了し第VI工～V∬1環節の境界部背面に開口する膀孔（navel）以外

、・ @は殆ど閉鎭するに到り、且つ外部器官たる鯛肢、各口器、胸肢、腹肢等は何れも定位置に

　　就き胚子は早くも全林としての概形を整ふるに到る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬ2。外部より透硯し得る内iZzKi，官中ll勾食管（digestive　orgユn）〃ま蘭腸（fore　gut，）後腸（hind　gut）

　　の部分を完成し前腸後郡の貴門部（cardia）は第VII環節の前部に位し、殆ど完域し後腸

　　前部の幽門部（pylorus）は第XIV環節の牛に位し未だ完成せす。而して中腸（rnid　gut）は

　　腹両に於ては僅かに完威の域に達するも背圃に於ては未だ完全なる組織を見す。尚この中

　　腸を形威すべき部分は前後を通じて全部卵黄によつて充満されて居る。

3．絹縣腺は第It下顧の基部に磯し後走して第XI飾前部附近にて鴻食管壁に逮するまで分明

　　に認めることが川來る0
4．剃1痙組織にては喉．1鋼1経球（月鮒（sur　rao　z・soPhageal　ganglion，　brain）喉下剃1維球（suboeso

　　phageal　ganglion，　infraoesophageal　ganglion，）以下蚕郁を認むるごとが出來る。

　　　　　　　　　　　　　　　産卵後132時間　（Fig・9謬照）

1．　前期に比し僅かに休形を肥大し橡形を整ふるの外、大なる攣化がない。

2．J中腸は背薦に於ても殆ど完破するも瞬孔とは未だ聯絡する。

　　　　　　　　　　　　　　　産墓1回そ麦144曝「間　　（Fig、10謬JKD

ユ．胚子の外景に於ては胴部第1環節以下、第V．1麗11附近に至るまでの1脚1線（subdorsal　line）

　　に滑ふ疵駄多ヒ起（tubercle，　scoli）虹に第1～IV環節附近までのi氣門下線（subspir　acUlar

　　Iine）に滑ふ涜瓶多賂旭を認むることが嵩來る0

2，胸肢の先端には極て微に爪（claw）の磯生開始を認めるととが出來る。

3．内部器管に於ては酒食管の麟との完全なる猫立を認め、且つ前腸中部の僅の膨大（後、奥

　　に膨大の度を弥める）後膓に於ては遮腸（rectum）の形態的分化をも認めることが出來る。

4．，榊経球、絹綜腺には大なる差異を認むることが出來ない。最後の2鮒の剃1経球は漸く合一

　　の形勢を示し、第XVI節の中央部に見出すことがlIl來るQ

5，最後に本期の胚子の最も薯しき特徴は各環飾毎に背部に縦走彫1肉の渡生を不完発ながら認

　　められる鮎である。　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　産卵後156時間（1“ig．11滲照）

1．外昂に於ては沈状突起を膿の後可弐部に訣で認めらるSも未だ剛毛の獲坐は見られない。

2．胸肢の爪は納明瞭となるも腹肢のものは未だ獲生しない。

3．　膀は未だ閉塞しない0

4．内部器管に於ては第1に前腸rl・映部の顯Yrなる膨大を認むる外、後部油食管中s小腸（Sinalt

　　int　）stine）と結腸（colOn）の分化を認められ、更に結腸には申央部に僅｝で維i；1をt’［三する。

5．｝帥脛系、絹綜腺等には外親kの攣化を認むることは出來ない。

6．　各環節背両の筋肉は対対り1に於ては極て明瞭であつて更に頭後内に於ても筋肉の捜生を1鼓に

　　認むる1：とが川來る。

7．猫、胴部第1，II　ll饗節に於ては辛じて氣管（trachea）を認むる～二とが出來るo

　　　　　　　　　　　　　　　産卵後168時間　（Fl9．12　i劉照）

1．　胚子は谷々外郁形態を整へ杢休として殆ど蟻鷲と同様となる。沈ナ伏突起も充分獲総し1イくの

　　前雫部に於ては僅に剛毛のi幾生を認めることがlll来るc，猫胸肢の爪は既に明瞭となるも腹

　　肢の爪は漸く分明し得る府己度であるo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　『
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　　　2・内部に旗繭鵬充’hNl・鰍し・後腸は形態敵は〃否ど蹴するも総に醐の醐。
　　　　　比して結腸のそれが大である。

　　　3・繍腺・醐系・・は大な鰻イヒ瑠めな％轍の・鰯蛤する｝、i・1・麟は蜘にXVI

　　　　　飾の境界部に介在する。

　　　4・蕩肉・は町噸勧藤蝿明瞭なる程蘇鯉し絡る。・　…・　／tt

　　　昏響コ糊卿興：糊近ま囎謬る壁の透騨だ困聯

　　　　　・　・．・・．『　潮後180時聞（・ig・1鰺照）tt　．ジ”・・
　　　1・i，－ms子畷麟な・特灘徹鍛・・亘る・h・・in　esの造成による：’・環，畑、純の顧

　　　　　と凝るごとであ．Q．：，

　　　・・囎・於ては鯛脚・櫛（・・ti・1・）の蔀分がll肌樋には癩戯続ると1と畑來名。

　　　3・IJして鮪嘩硫ものでは鄭涕1・・畷鮒近に於窺全なる晦を認繍・とカ・
　　　　　出來るが全休としては未だ剛毛の磯生不完全である。　　’　一

・4・内部に於ては前細書化管の』猷縄・獅され・後鞘化鰍糊囎謬ろ齢ゐ方が
　　　　　大となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

　　　5・微部の剃輕球聯ど第XV灘離騎する．　t／
　　6・鰻の郷購吸部にまでも鋤らる蜥そ嘘親は撫困細ある。’』一　，r
　　7・絹綜腺には多少の迂曲が認められる。　　　…　　　tt・・…　　　　　　　　　ts…

　　8・辮翻脚欄舳脚列ミ｝磯内の筋脚齢・r圏’㍑骨
　　，t・．．・・，　産卵御ρ2時間畑・g・4劉ll｛）　　tt　　：
　　1・胚琳未燐全に鞭飽ま才ち・、・卿晦子脚の欄の禾約・髄紐る1も画需は
　　　　未だ頭端に接せなV・。　　　　　　　　　　　　　、．，　　　．、「　　．

　　2．Il齊は未だ明に開口する。　　　　　　　　　　　　　　　　　”『’　　』

　　3．全休節を通じて剛毛顯菩なるも未だ完全でない6

　　4．　i氣管は全体節を通じて認められる6・

　　5・胚「曙るものに於ては暢の後梛嘩て2・鏑測畑・酬1する筋を鋤る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　産卵後204時間

　　1・胚撫未だ鞭に包ま転この期のものぱ卿・tL周の殆ど酬1姑岨づ隊樫叉駝
　　　　雀の傾向を示す。（り

　　2．全体を通じて剛毛は殆ど完域する。　　　　．　　　　　　　’1

　　3．　1！齊は閉鎖する。

　　4・・酬く樋じて・hit”in皮の‘1£1鋼牌・して…mil・曝色穐一と勧内縮齢透　1邑も

　　　　1羽難となる0

　　5，・瀬に泌趨が如佛祁細¢・酬嫡く1木1撫・なるも・賜鮒酌午願繊轍する
　　　　ため略に期形態魏ふことカ・出來識して醐・⊥・ヒすれ騰しく鰍となbてJl，｝るQ

　　　　仙し、本期のものに於ては育酢期のものの如く中腸の胴折津認むるものがない。

’（1）胚肋糖読巻の船・ま・・o余卵嘲偉於・殆ど1・轍勉馴した読つて、。の縮左懲

　　　　に凱ては何肋燃1的職瀬いものと云ふぺきであらう。家櫛の蜴欲はζの1｛榊、關

　　　　聯し『ての石井彌・ド氏の調査報皆があるo
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6．i氣管は奎環飾を通じて邊覗し得られ3ζ、第VI．　VII．環節背部に近く、甚しく迂曲せる絹

　　縣腺を認め得る。

　　　　　　　　　　　　　　　産卵後216時間　（Fig．15滲照）

1．Chitin皮の完成に偉ひ、　carminによる染警甚しく困難にして僅に体節の境界部を染色す

　　るに過ぎない。

2．而して本期胚子の最重要なる特徴は剛毛を完成し、大顕の先端部は黒色に典他は黄色tc　．

　　叉胸腹節の爪の全部が色素を沈着して梢々淡き黄色を呈する黙である。

3．猫、胚子は卯内の全凋を占め、羊膜に苞れ頭端と尾端とを接しつつあil　）且つ未だ休外に

　　卵黄を淺して居る。

4．内部器官は漸く透覗困難なるも浦食管中、rl　1腸は体の側面よりの観察にては更に幅を狭め、

　　内部の卵黄は著しく妙なV・。

5．腹部第V．VI．環節を基職として腹側に屈し居る胚子はこの時より前傘部に比し後傘部の

　　方大となる。

6．氣管は未だ部分的に透視し得る。

　　　　　　　　　　　　　　　産卵後228時間

1．胚子の形態は殆ど前期に等しく、未だ羊膜に包まれ休外の卵黄をも淺存する。

2．大纈及び胸腹部の爪は濃禍色に色素を沈着し更に醐肢、小額等のchitin部、各体節の剛

　　毛も僅に着色する。

3．頭部に於ては更に箪眼の獲生を認める。

4．内部器宮の透視は釜々困難であつて淘食管は大休前後を通じて邊硯し得られ・殊に中腸内

　　には未だ卵黄を認めらるるも、氣管は僅に部分的に認めらるるに過ぎす，祠1脛球は最後の

　　ものを辛じて透視し得らるる程度である。

　　　　　　　　　　　　　　　渡卵後240時間　（Fig．16滲照）

1．　獲育の進みたるものは第X環節を境として右雀叉は左巷し体長に於ては胚子生長の極度に

　　嬢するも未だ羊膜は幾存し、蚊に僅の卵黄を認める。

2．体節の剛毛が全部淡褐色となる。而して大部分の胚子は頭部が淡黄褐色に着色し、瑚眼の

　　附近に於ては特に多くの色素を集むるを以つて瞬禍色となり、その位置を朋に認識せらる。

　　何れにしても頭部は既に開然する庭なく発放せるを思はしめる。

3．而して胴部に於ては剛毛以外は金く蒲色LないQ

　　　　　　　　　　　　　　　産卵後252時間

1．胚子は既に漿液膜を嚥下し、而して休外の卵黄は完く認むるを得づ㌔胚子は肥大して鹸1葬

　　や卵内に余裕を認めなV・0

2．胴部第1環節背面に⊥瓶の暗色斑紋を現はすも、その他の箇獅にては未だ何等の培色を

　　示さなv・。

3。但し氣門は黒色に染り容易に存在を認めらる。

　　　　　　　　　　　　　　　産卵後264時間

　胚子は淡く曙色を呈する。

　　　　　　　　　　　　　　　産卵後276時間　（Fig．17謬照）

　胚子は蟻獄特有の休色、形態を備へ、外見1：胚子獲育の過程を完了せるを示す。　．
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　　　　　　　　　　　　　　　　産卵後288時間

　卿化。

　　　　　　　　　　　　　　（於　南満餓道會珈！：農串誰℃験揚熊捨城分揚）

　　　　　　　　　　　　　　　　（受理　昭和10年7刀2SFI）

圏　　版　　説　　明

Fig・1・魔卵後約36嚇臓のllEif－　　　Fig．9．同じく約132・綱後の胚子

Fig・la・同上嬢跡縫みたる胚予　　　Fig．10．岡じく約144・1｝s・MJthの胚子

Fig・2・薩卵後観8時1｝臓の胚子　　　Fig．11．詞じく約156時1綱後の胚子

Fig・3・同じく約60嚇臓のms＝t’　　　Fig．12。同じく約168　r糊後の胚rf．

Fig・4・同じく約72腿翻後の胚子　　　Fig．13．同じく約1SO噺臓の胚．T．

Ffg・5a・　同じく約S4時間後の胚子　　　　　　Fig．14，　同じく約19雪時聞後の胚子

ng・5b・同上胚子の側融り見たるもの　　Fig．　15．岡じく約216麟臓の胚rF

Fjg　6・産卵後約9句醐後の胚「s’　　　Fig．16．同じく約240剛膿の胚子
1［i’ig・7・　同じく約10S時間後の胚子　　　　　　Fl9，1ア．　同じく約264－276時間後（舞1？イヒIYfi「1）

Fig・，R・　同じく約120時…問後の胚子　　　　　　　　　　　　　の胚子

（薯佑甜者　　Fig・1～13・・。・・渡邉　　7E：二　　　　Fig．14～17……池田コE五郎）

圏　版　署　號　説　明

ab・1　腹脚（腹肢突起）　i・f’。・・9・喉下剥・紹球　　P・C．　lb　頭　　栩
at

@鰯肢（鯛肢突起）　1h　上唇　prm説原　傑
c・1「 @費　門　部　　工bln　下　唇　　・e・　　il・〔　　腸
cd・1b　尾　　襯　　md　穴　願　　噸　　納　綜　腺
cd・sg　　尾　部　環　節　　　　1ng　　　　rlユ　　JI易　　　　sm，　int　　小　　　　　腸

cl爪　　ms・r，i・1胚i葉　Spn絹綜腺陥入
C°1　結　　腸　　m・S・t・・縦酬ア筋　　・亡9　　氣　　門
cr・1b　頭　　棚　 mx　　小　願　　stm　　rl腔附入
ect　外　胚　薬　　・f　　刷・紹tl“／｝・…　　P．・s．9・隅

fg　前　　腸　　。・　　箪　恨　　・h．1　胸∬畑（脚肢突起）

9n　剃1紹　球　　Plr「　幽門部　　れlb　　疵駅突起
119　　後　　　 腸　　　prc　　　ll］：門陥入
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Fig，｝　　　　　　　　　　　　　Fi窪．1a　　　　　　　　　　　　Fig・2

轟「噛．ゼ：毒’鎖、・・1モ漉：瞬鍛、　　　　　　　壕繋．齢　　　　　　　　　籔凝・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　潔

騰iil滋藩籔　　難　　｛霧：二ll

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≒・馬「v・　　5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・’評1噛・』9’1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羅　　灘i’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．4

1　　　　　　　　　　Fig．3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，lb

　　　　　　　　’ii　l灘　　　　iiillllllll’lllllllllli／！’ll　　　雛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　唱’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　prc　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig　6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－・　　灘鋤　　磯驚

　　　　　　　　　　　　　　ト猟な聡・　「　1　』『’冠講ノ　　　　　　ボ∵「』」．∵｝“　　　　　　　　　硲7’欝1ンt：園｝5

　　　　　　　　　　　　語li〆　　　　　　　　 態瀦ラ’暑副’［　　　　ll塗ぞll

　　　　　　　　　　　　eL：1ご馬1拶〆　　　　　　　　　　　　　　　　　P「c…轡！て．…ゾ　　　　　　　　　　　　1．，　・，1ド　・・試」

　　　　　　　　　　　　　　　’一一”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　覧　　’一　早　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・’！　・t

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　，　．，』し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　・「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1’ハ、噛「」　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　・・、　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「蝸　　　．　　F　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　階
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Fig．8
Fig｛）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀　　　　　　　　り

rrig、le　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig，11

　　　　　　　　　　　　　　　F19．ユ2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ffg」13

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sup・o晩呂ロ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”

　　　　　　　　薫磯鱗撫　等麟織警響1

麟簿欝轡ノ　鎌灘騨：㎏品

　　　　矯繍灘麹舗　　 鐘i∫騰欝険灘懸欝

・㌻雛鶏拶　　Stg’1〆寧矯溺憶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5m．mt　G。1
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　　　Fig．14　　　　　　　　　　　　Fig，15

Fig・16　　　　　　　　　　　Fig、17


